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２０１６年度金融知識普及功績者表彰について 

 

本日、金融庁と日本銀行では、「2016年度金融知識普及功績者」として、個人の

部１４名、団体の部２団体を表彰することとしました。 

金融知識普及功績者表彰は、金融及びその背景となる経済についての教育活動を

より一層推進するため、国民の金融に係る知識の普及・向上に功績のあった者及び

団体に対して、その功績を顕彰するものです。 

表彰の対象となる者及び団体には、金融担当大臣及び日本銀行総裁の連名による

表彰状等を授与します。表彰状等の伝達は、後日、全国の都道府県において行いま

す。 

 

お問い合わせ先                                

金融庁 Tel：03-3506-6000(代表)  

総務企画局政策課  

(内線 2793、3710) 

日本銀行 Tel：03-3279-1111(代表)  

情報サービス局 

(内線 4710) 



〔個人の部〕

１．菅原  伊佐雄
　　(青森県)

・　　ＦＰとしての知識と経験を活かし、児童から高齢者までの幅広い年齢
　層を対象に、「おかねのね」、「進学のためのマネープラン」、「かしこい年
　金生活」等をテーマに独自に工夫した資料を用いて講演を行うなど、金
　融知識の普及に貢献。

２．癸生川　清
　　(栃木県)

・　　教員であった経験を活かし、学校において「おこづかい」、「お金ってな
　あに？」等をテーマに児童・生徒の興味を引きつけるわかりやすい授業を
　行うほか、社会人向けに「金融トラブル」、「生活設計」等をテーマに講演
　を行うなど、金融知識の普及に貢献。

３．小澤　伸雄
　　(群馬県)

・　　ＦＰとしての知識と経験を活かし、児童から高齢者までの幅広い年齢
　層を対象に「おこづかい」から「ライフプラン」まで多彩なテーマでわかり
　やすい講演を行うほか、障がい者に対する金融教育活動にも積極的に
　取り組むなど、金融知識の普及に貢献。

４．黒田　千鶴子
　　(千葉県)

・　　消費生活相談員としての知識と経験を活かし、児童から高齢者まで
　の幅広い年齢層を対象に「子どもの金銭教育」や「生活設計」等につい
　てわかりやすい授業・講演を行うなど、金融知識の普及に貢献。

５．田中　勝雄
　　(新潟県)

・　　税理士としての知識と経験を活かし、社会人向けに「相続と税金」、
　「生活設計」等に関する講演を行うほか、高校生を対象に金融トラブル
　に関する出前授業を多年にわたって実施するなど、金融知識の普及
　に貢献。

６．伊藤　麻子
　　(石川県)

・　　消費生活相談員やFPの知識と経験を活かし、児童から高齢者まで
　の幅広い年齢層に対して「子どもの金銭教育」や「消費者トラブル」等
　のテーマにロールプレイやクイズを取り入れた楽しくかつ内容の濃い
　授業・講演を行うなど、金融知識の普及に貢献。

７．北本　裕子
　　（石川県）

・　　ＦＰとしての知識と経験を活かし、児童から高齢者までの幅広い年齢
　層を対象に「おこづかい」や「生活設計」等についてわかりやすい授業・
　講演を行うほか、学校の教員等向けの金融リテラシーに関する講習会
　でも講師を務めるなど、金融知識の普及に貢献。

８．吉田　秀子
　  (富山県)

・　　消費生活相談員としての知識と経験を活かし、「悪質商法」や「特殊
　詐欺」等をテーマにわかりやすく講演を行うほか、地元ラジオ局の番組
　に出演して消費者啓発活動にも積極的に取り組むなど、金融知識の普
　及に貢献。

９．伊藤　光夫
　　（三重県）

・　　ＦＰや社会保険労務士の知識と経験を活かし、「貯金箱」、「相続」、
　「年金」、「ライフプラン」といった多岐にわたるテーマについて受講者
　目線に立ったわかりやすい授業・講演を行うなど、金融知識の普及
　に貢献。

１０．渡邉　紀子
　　（京都府）

・　　小・中学生に対して独自に作成した「人生シミュレーションゲーム」
　を用いて出前授業を行うほか、社会人向けでも「生活設計」、「年金
　制度」、「エンディングノート」等をテーマにわかりやすい講演を行うな
　ど、金融知識の普及に貢献。

２ ０ １ ６ 年　度　金　融　知　識　普　及　功　績　者 一 覧



１１．木戸　明美
　　（京都府）

・　　消費生活相談員としての知識と経験を活かし、児童から高齢者まで
　の幅広い年齢層を対象に「消費者トラブル」等についてわかりやすい授
　業・講演を行うほか、中学生向けに「ファイナンス・パーク」の事前授業
　として生活設計等に関する講座を行うなど、金融知識の普及に貢献。

１２．倉橋　孝博
　　（広島県）

・　　ＦＰとしての知識と経験を活かし、児童から高齢者までの幅広い年齢
　層を対象に「子どもの金銭教育」、「ライフプラン」、「相続」、「年金」等に
　ついてわかりやすい授業・講演を行うほか、教育委員会関係者に「巣立
  ち教育」の授業実践例を紹介するなど、金融知識の普及に貢献。

１３．木原　道雄
　　（愛媛県）

・　　司法書士、手話通訳者としての経験を活かし、児童から高齢者まで
　の幅広い年齢層を対象に「ネットトラブル」、「相続」、「遺言」、「成年後
　見人制度」、「高齢者、障がい者の消費生活トラブル」等についての授
　業・講演を行うなど、金融知識の普及に貢献。

１４．近村　秀子
　　（福岡県）

・　　教員であった経験を活かし、児童から高齢者までの幅広い年齢層
　を対象に「金銭教育」、「ライフプラン」、「消費者問題」等をテーマにわ
　かりやすい授業・講演を行うほか、地元紙の子ども向け紙面での情報
　発信にも積極的に取り組むなど、金融知識の普及に貢献。



〔団体の部〕

１．京都府立京都すばる高等学校
　（京都府）

・　　会計科に「ファイナンスコース」を設置し、金融経済に関する「課題研
　究」、地域金融機関との連携授業、外部講師による講演会、金融機関
　や税理士事務所での就業体験などを通じて、金融経済に関する基礎知
　識の習得、勤労観の育成、ライフプランの重要性に関する理解の向上な
　どに取り組み、金融知識の普及・向上において着実に成果をあげてい
　る。

２．愛媛県立北宇和高等学校
　（愛媛県）

・　　金融教育に視点をおいた教科指導や各種行事（消費者問題・年金等
　に関するセミナーの開催、地域の特産品の販売実習等）の実施を通じ
　て、金融の働きや経済の仕組みについての学習を推進するなど、金融
　経済に関する基礎知識の習得、勤労観の育成などに取り組み、金融知
　識の普及・向上において着実に成果をあげている。


